
はじめに

コンテンツのデジタル化が進むなか音楽業界ほどその影響をまともに受けている分野はな

い。 によると 年モバイルエンタテインメント市場は 億ドルに達すると推算

した。そのなか 億ドル（全体の 分の ）が音楽関連コンテンツであり，ゲーム（

億ドル）と映像コンテンツ（ 億ドル）を合わせた分を超える。

元パソコンメーカーのアップルコンピュータは社名をアップルに変更し，総合エンタテイ

メント会社に変貌を遂げている。そのきっかけになったのはいうまでもなく，デジタル音楽

業界への参入であった。アップルはデジタルの余波で戦戦恐恐としていた音盤メジャーをま

とめ，デジタル配信サービスを成功裏に繋げたのである。アップルの成功原因は音楽ソフト

（ ）とハード（ ）をサービス（ ）に連動させることでユーザーに新たな音楽

体験サービスの提供したことにある。

しかし，アップルの成功した （ ）ビジネスモデルはさ

まざまな新ビジネスモデルの台頭によって安泰なものではない。

本稿の目的は，テクノロジーの進展に伴い，急激な変化を見せているデジタル音楽配信ビ

ジネスを考察することである。

まず， 節では と 技術が音楽業界にもたらした影響を論じる。

節では，既存音楽ビジネスを検討し，情報通信革命によって登場した新ビジネスを鳥瞰

する。

節では，デジタル音楽配信に焦点を絞って新たな音楽ビジネスモデルの現状と問題点を

分析する。事例としては韓国の音楽サービス をあげて検討し，今後の研究に繋

いでいきたい。
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． という破壊的なテクノロジー

年秋，日本音楽著作権協会（ ），日本レコード協会（ ）など音楽関連

団体は，インターネットを通じて広がっている ファイルについて，インターネット・

サービスプロバイダー（ ）側への自主規制協力を要請した。

一方，それに先立ちアメリカでは当年夏から全米レコード協会（

以下 ）が， フォーマットを使った違法コピーに対する

撲滅キャンペーンを実施するとともに，違法コピーされた のデータベースを提供して

いるウェブ（ ）に対して，裁判を起こした。音楽協会と 陣営との戦いの始ま

りであった。

本来， は （以下 ）によって定められたビ

デオ規格 のオーディオ圧縮アルゴリズム（ ）の略称であ

る。 技術はコンパクトディスク（ ）などの媒体から音声データを極端な音質の劣化

を伴わずに圧縮する技術として生まれた ）。

もちろん での再生には関連ソフトウェアが必要だが， 年代後半からは一般人でも無

料でエンコーダ・デコーダ用のソフトウェアが入手可能になり，それをきっかけに広く普及

し，その結果， フォーマットは音声ファイルの事実上の世界標準になった。その間，

規格の代替を狙ってマイクロソフトの ，ソニーの ，アップルの

などが後発規格として現れたものの，今に至っても は一般ユーザーの幅広い

支持を得ており，そのシェアは不動のものである。

しかし， は，音盤の制作と販売をビジネスの根幹としている音楽業界にとって，著

作権管理機能の不在という盲点をもつ危険なものであった。 技術は既存業界にとって

破壊的イノベーションなのである。

というのは，音源のデジタル化はデジタルの属性ゆえにコピーによる劣化が起こりにく

く，データの高速大量送信ができるからである。 が著作権の同一性保持から自由であ

ることは，個人による所有，貯蔵，コピーをはじめ，データの改ざん（修正，編集，加工）

の危険性も高いことを意味する。したがって， 関連テクノロジーの普及がもたらした

音楽消費パターンの変化は既存音楽業界を震撼させるものであった。

かつてハードウェアの発明が先行し，それに追従する形で新しいソフト産業が生まれてき

た。交通網の整備と高速交通手段の登場とによって，観光産業というソフト産業が急成長し

てきたし， というハードウェアの登場によってビデオ・ソフト市場が満開し，映画産

業をはじめ関連産業を潤わせた。

しかし，デジタル音楽ビジネスの場合は，順序が逆になっている。つまり， という

デジタル技術の出現によって，音声規格の標準が事実上確立され，その後

（ ）技術に基盤をおく無料ファイル交換サービスが始まる。個人がかつて不可能であっ
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） は国際標準化機構（スイスのジュネーヴに本部を置く工業分野の国際規格を策定する非政府組
織）のワーキンググループである。
）簡略に説明すると， の 分に当るデータの容量は約 であるが， は 並の音質を維持し
ながら容量を約 分の に収めることができる（ コーディング基準）。



音楽ビジネスの新展開（崔）

た音源の直接および間接所有が可能になり，その音源の再生目的で開発されたのが プ

レーヤーである ）。それがまた大容量のメモリやハードディスクへの需要を喚起し，関連産

業へ波及していく。

インターネットは 技術と の開発，それに継ぐ無料の ブラウジン

グ・ソフトの普及によって急速に広がった。高速インターネット時代の到来はハードよりソ

フトが先行した典型的な例である。

技術の誕生とその後登場した プレーヤーによって，かつてはパソコンに制限さ

れていたデジタル音楽が専用ポータブル・プレーヤー時代を迎えたのである。

． プレーヤーの登場

年アメリカのクリスマス商戦ではダイアモンド 社が プレーヤー

（ ）を目玉商品として発売した ）。 はすぐに，それが違法コピーを助長する

との理由で製品の販売差し止め訴訟を起こしたが，裁判所がそれを却下した結果， プ

レーヤーはその後市場で大成功を収めることができた。

以後， プレーヤーは使用メディア，フォーマット，アップロード規制の有無等で

メーカーごとの異なるスペックが乱立しながら，発展してきた。その間，市場を先導したの

は韓国の中小ベンチャー企業（レインコム，デジタルウェイ，コーウォンなど）であり，主

にフラッシュメモリ型が主流として定着した。

その後， 年末アップルが小型 型をもってプレーヤー市場に参加を果たした。初

期の に対する評判は必ずしも良いこと尽くめではなかったが，アップルが サー

ビスを始めた 年 月を前後に売れ行きが好転し， が 向きにサービスを

開始した以後，売上は爆発的に伸びた（レヴィ， ）。 はアップル社の再生のきっか

けになり，世界的ベストセラー商品になった ）。

． イノベーション

にひげを取らないもう一つの革命的なテクノロジーが， （ ）関連

技術である。 は定まったクライアント，サーバーを持たず，ネット上の他のコン

ピュータに対してクライアントとしてもサーバーとしても機能する仕組みである。初期の中

央サーバー型 においては，ファイルのダウンロードを希望する者が，サーバーに存在

するファイル名のリストを参考にその所有者を検索し，直接所有者からダウンロードしても

らう方式を取っていた。その後，中央サーバーを持たない完全分散型やノードを生かしたハ

イブリット型へ進化してきた。 の仕組みと類型をまとめたのが図 である。

）本稿では， プレーヤーを， 規格を支援するデジタル・オーディオ・プレーヤーの総称として
定義する。
）同モデルはリッピングとエンコードを ソフトを使用し，メモリは のスマートメディ
アを採用，市販価格は ドルであった。 から へのデータ転送時間は あたり 秒程度であっ
た。
） プレーヤーの世界市場規模は 年推計 万台から 年には 億 千万台に至った（
）。そのなか は 年 月累積販売台数で 億台を突破。 （現在は に改名）は有料音

楽サービスの 割を占めている。因みに米国で販売された 年モデルの乗用車には ％以上が 対
応である。



年，音楽好きの 歳の大学生ショーン・ファニングは当時の 検索ツールに不満

をもち， 技術を用いたファイル共有ソフト を開発した。音盤業界にいわせれ

ば， パンドラの箱 が開けてしまった瞬間である。その後ナップスターはあっという間に

全米に広かり，音盤業界を震撼させるものとなった ）。

そこで，著作権を無視するファイル交換サービスに対し著作権侵害訴訟が起こった。

年 月，ナップスターは 年足らずでサービスを停止させられ，翌年 社（ 年

月に に社名変更）に売却された。しかし，その後第 世代分散型 サービスが

登場し，音盤業界によるサービス停止を求める訴訟は難航した。

というのは 年米連邦地裁が 分散型ファイル交換ツールの配布は合法であり，これら

のネットワーク上で発生する著作権侵害に対し，サービス運営企業はその責任を負わない

とする判決を下したからである。この裁判は 年 月の最高裁でのレコード会社側の全面

勝訴で決着をつけたものの，その間流布された数え切れないほどの ファイルが後の合

法サービスに尾を引くものになった。また， （ ）によると，ナップスターの

サービス以来今に至るまでネット・トラフィックの 割が に占められているとい

う。

残念なのは， 技術に関して偏った認識が蔓延していることである。マスメディアの
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図 の分類と仕組み

出所 から引用

）昨今，ネット上で交換されている違法コンテンツには音楽のほかに映像物・ソフトウェアなどがある
が，ナップスターは元々音楽ファイルのみを対象に検索とダウンロードを可能にしたものである。因みに
現在，映像コンテンツについては コーデック（ と同じく著作権規定がない）を使った ファ
イルが主流。映画などのコンテンツは と違って容量が大きいため，違法コピーに対する被害の認識に
は業界ごとの温度差があった。



音楽ビジネスの新展開（崔）

偏った報道（たとえば 関連の著作権の侵害や情報漏洩の問題など）の影響もあって，

技術に対するネガティブなイメージは払拭できていない。

しかし，議論されている問題の大半は 技術の本質から離れたものである。技術は価

値中立的であり，今はその技術を如何にビジネスに生かすかを真剣に考えるべきである。

サーバー・クライアント型のネットワークにくらべ， ネットワークの優位性は 資

源の効率的活用 耐故障性 スケーラビリティの向上 に加えて， 創発性 を挙げるこ

とができる（ 法人ブロードバンドアソシエーション

）。

分散処理がもつ効率性と耐故障性に加え，システムの拡張可能性（高い自由度）によって

新たなビジネスの展開が可能になるからである。現在求められているリッチ・コンテンツに

おける大容量のファイル伝送を伴うコンテンツ配信ビジネスには ネットワークこそ相

応しい仕組みである。

とはいえ，現時点での業界の音楽配信には信頼性や課金などの観点から企業別サーバー中

心のシステムが使われている。だが，一部の商用 サービスでは，認証技術を活用し，

権利者の認証を得たものだけを対象に流通させることも可能であり，著作権侵害の問題はす

でに解決済みである。

．かつての音楽ビジネス

音楽は長い歴史の間，実演のみ存在するもので，場の共有を前提にする即興的・興行的な

見世物であった。また，アーティストの生計は高尚な趣味をもつ有力スポンサーの存在に

よって成り立つものであった。

音楽の所有の歴史はエジソンの蓄音機発明に始まる。それははじめて音楽を私有物へ変え

た一大革命であった。その後，音響機材が続々誕生し，音楽の享有層も広がった。その過程

でビジネスの主役は音盤会社であった。彼らはクリエーターの創作物を音源として固定し，

複製権という独占的権利を利用し，大量複製を経て自前の流通網に載せることで一般ユー

ザーに音楽を届けてきた。パッケージを基盤とするビジネスモデルの成立である。

商品として音盤は買って聞いてはじめて真価がわかる経験財である。生活必需用品ではな

く個人の嗜好物であるため，競合する無数の代替財が存在する。当然，商品需要は水もの的

な性質をもつ。

レコードは大量生産によって限界生産コストが限りなく安くなるため（規模の経済が働き

やすい），如何に効率よく生産し，販売するのかが大事である。さらにいうと， 創作の主

体であるクリエーターたちを管理し，楽曲を作る（企画制作とクリエーターの管理）， 出

来上がった楽曲をユーザーに知ってもらう（宣伝，広告）， 楽曲を収録した音盤を流通

チャンネルに流す（流通・販売）という つのプロセスを通して音盤ビジネスは成立する。

個別会社は競争優位を確保するため，段階ごとに 有名アーティストを抱え（新人アー

ティストの発掘を含む）， 音楽関連番組を中心とした各種マスメディアへの楽曲の宣伝に

力を入れ， 良い立地に音楽専門店を構え，ユーザー自ら足を運んで購入してもらう。そこ



から回収した資金を元に次の音盤制作に取り組むことでビジネスを循環させていく。このよ

うな垂直統合型のビジネスモデルを通じて音盤会社は安定的な収入を得ながら成長してき

た。

． 登場とパッケージ・ビジネス

年ソニーとフィリップスの共同開発により がプレーヤーと同時に発売された。

は直径 センチのもので傷に強く，半永久的な寿命をもつ。その上，収録可能時間は

分を超える。このような物理的な属性はかつての レコードがもっていた直径 センチ，

分収録の壁を乗り越え，画期的なメディアとして誕生した。

音楽業界にとって の登場は，まさにいいこと尽くめであった。既存のカセットや

を代替する計り知れない代替需要を喚起し，音源制作からプレーヤー販売に至るまで関連市

場を大きく潤わせた ）。

（ ）による全米メジャー 社における 販売の価値連鎖は表 のよ

うにまとめることができる。製造などにかかる直接経費は非常に少なく，マーケティングお

よび流通経費の大きさが目立つ。音盤会社の平均粗利益が 割を超え，申し分ないビジネス

であることが分かる。

一方，著作権者の場合は通常，音盤会社から前金が渡され，後の持分は 販売が損益分

岐点を越えた時点から卸値の ％くらいが分配される。津田（ ）による日本の 価格

の構成を載せたのが表 であるが，レーベルの持分はなんと ％に至っている。

もちろん，日本の音盤市場の特殊性（再販制の存在，中古やレンタル 店の存在など）

を考慮に入れるべきではあるが， 販売が高収益ビジネスであることは確かである。
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表 価格の構成

著作権者（作曲・作詞），実演家 ドル 曲，卸値の ％

製造経費 ドル

録音など諸経費，マーケティング経費 ドル， ドル

卸売価格，小売のマージン ドル， ドル

最終価格の平均値 ドル（インディの の場合 ドル）

出所 （ ） を修正作成

） の調べによると， 年当時 億円だった日本の音盤市場は の普及が本格化した 年代後
半から急上昇し，ピークの 年には 億円台に達した。音盤の生産、流通、販売を仕切る音盤会社に
とって黄金時代の到来であった。

表 パッケージ価格構造

アーティスト レーベル 製造 輸送 小売店 合計

出所 津田（ ）
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． 革命がもたらした変化

登場以来，音楽のデジタル化が進むなか， 年代後半の 革命はデジタル音楽時

代の到来を予見している。 がパソコンで再生できるようになり， レコーダーの普及

が始まった。以前，音楽ビジネスは音盤会社によって企画・制作・販売されるものであり，

個人による音楽ビジネスへの介入は皆無であった。それが 関連テクノロジーの拡散と

レコーダー， サービスの登場によって，誰もが音源を低コストでハンドリングでき

るようになった ）。個人が自ら所有している から音源を抽出したり，新たなアルバムと

して再アレンジしたりすることも容易になった。もはや業界による音源の独占状態は成り立

たなくなり，独り占めしていた の複製権および配布権がテクノロジーの前で無意味に

なってしまった。音楽の消費パターンそのものも大きく変わった。

デジタル音楽時代の到来によって，音楽の消費はパーソナル化に加え，ネット上での共有

と発信が加えられた。匿名の個人によって音源がネット上で載せられ，無数に存在するフ

リーライダーがそれを共有し，ダウンロードすることで音源はあっという間に世界中にばら

撒かれる。当然，それがリアル音盤市場にも影響を及ぼし， は売れなくなった。

年以後 世界のどこの国でも 販売量が対前年比増えたふしは見当たらない。

が売れなくなった原因については，無料 サイトに代表されるインターネットだけ

が原因とは言い切れない。旧メディア（ ，カセットなど）から への代替需要がほぼ

なくなったこと， の主な購買層である若い世代にケータイ関連の通信費用が嵩んだ結

果， 購買の余力がなくなったこと，また， 年代以来新しい音楽ジャンルやスーパス

ターが生まれなかった業界の事情などさまざまな分析が行なわれている。

しかし，一般人の音楽消費時間は減っているどころか増えている。

音盤市場は縮小しているが，広義の音楽市場の成長は著しい。かつてのパッケージ中心の

音盤市場は縮小し，デジタル音源を生かした著作権ビジネス，オンライン発信ビジネス，

アーティストによるライブ公演，音楽プレーヤー市場などが成長を牽引している。

デジタル音源市場ではかつてのパッケージ市場と違って，販売に伴う諸般コストが大きく

削減できる。以前なら採算が取れないなどの理由で世に出せなかった楽曲でもビジネスの展

開がやりやすくなる。重かった流通コストの負担から解放され， ロングテール法則 によ

る収益の極大化が可能である（ ）。実物を要するパッケージビジネスと違っ

て，サーバー上に音源を保存して置けば済むからである。廃盤にする必要もなくなり，品揃

えに困る必要もない。

それに，ネット環境のもとでは，普段なら ショップに立ち寄らない人でも数回のク

リックだけで気軽に楽曲が買える。かつての 市場は一部の若い年齢層の購買力に頼るも

のであったが，デジタル音源市場は幅広い年齢層を対象顧客にすることができる。

さらに，蓄積される顧客情報を利用し，企業自ら顧客への対応ができることにも注目した

い。かつて，顧客との唯一接点であった音楽専門店の存在意義が問われている。

音盤会社は顧客のニーズにあわせた楽曲の制作・販売を通じて，ビジネスチャンスを広げ

） レコーダーは，パソコンに ドライバがつく以前から存在していた。音盤会社のマスター原
盤制作，および レコードの 化のため，いわばプロの領域で使われた。それが， 年頃からパソコ
ンに付着されるようになった。



ることができるようになった。表 は音楽ビジネスの変化をまとめたものである。

．デジタル音楽配信ビジネス

． オンライン配信

表 は による 年における世界のオンライン市場関連の指標である。ブロードバ

ンドの世界的な普及が続くなか，オンライン配信の伸びが急増していることを物語ってい

る。

音楽配信を， （ ）を参考に分類すると，まず所有の有無によって，完全にダウ

ンロードしてはじめて音源の利用が可能な所有モデルと，ダウンロードしながら同時再生は

できるが，所有は認めないストリーミングモデルに大別できる。

また，配信に使われる主な媒体によってパソコン型とケータイ型がある。パソコンの場合
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表 音楽ビジネスの変革

パッケージモデル デジタルモデル

ビジネスの属性 水物的ヒット・流行への依存，見込

み生産（在庫負担），流通チャンネ

ルへの依存，高い廃盤率

ロングテール法則，流通費用の低減，

ユーザー向きの個性豊かなライフスタイ

ルの提供

音楽消費のパ

ターン

各種メディアから音楽に接し，専門

店でパッケージを購入，あるいは中

古 の購買やレンタルショップを

利用し， ，カセットテープなど

に落とし，関連プレーヤーでの再生

へのコピー

量販店あるいはインターネットから試聴

してからデジタル音源を購買し，必要に

応じて などを作る，ダウンロード

（ ， ）による所有とストリーミ

ング（ ， など）による共有，携

帯・モバイル・音楽プレーヤーによる

パーソナル化， との同期化による購

買履歴および の管理

マーケティング
マスメディアへのロビー

多額の宣伝費用

マスメディアに加え口コミや個人向け広

告の実現

販売方式 専門店のアルバム販売中心
ポータル，音楽専門サイト，有料

サイトでの，シングル曲の購買

収益の源泉 パッケージ販売への依存

カセットテープ

など

モノとサービス（広告，マーチャンダイ

ジング，コンサート等）の抱き合わせ，

定額会員制，ストリーミング，ダウン

ロード課金

音楽会社の役割 企画・制作・販売の垂直統合モデ

ル，プロモーション

アーティスト発掘，各種権利のマネジメ

ント，ファイナンスとマーケティング

価格の決定 レーベル（供給サイド） レーベルと配信事業者との交渉

顧客 代と 代，女性 年齢層の拡大

音響機器 専門オーディオ機器 各種デジタル・プレーヤー，音楽ステー

ションとしての との連携
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はインターネット経由のサービスであり，ケータイサービスは通信キャリアの独自ネットに

依存するものである。ケータイ型はたいてい対象市場が一国に制限され，アプリケーション

や通信速度はパソコンに比べて劣るという弱点はあるものの， いつでも，どこでも 音楽

が聞けるメリットがある。

次に送信の方式であるが，パソコンを中心にして一般化されているダウンロード市場で

は，中央サーバー型と分散型の 方式に大別できる。現在，ほとんどの有料サービス

（ など）はサーバー型によるダウンロード・サービスが主流であるが，一部

国家（オランダ，カナダ，韓国）では の商用サービスが定着する動きをみせている ）。

一般に，オンライン配信というとブロードバンドに繋がっているパソコンをミュージック

センターとして使用し，そこからモバイルデバイスへの転送や他のメディアへの伝送を想定

している。

違法（というか無料） サイトの氾濫のなか，オンライン配信がビジネスとして成功

するためには，著作権の保護と共に課金・決済のシステムが欠かせない（図 参照）。

表 世界のオンライン市場関連主要指標（ ）

ブロードバンドの回線 億回線（ ％）

モバイル契約件数 億件（ ％）

携帯用音楽プレーヤーの販売台数 億台（ ％）

適法ダウンロード数 億トラック（ ％）

オンライン上購買可能なトラック 万トラック

世界オンライン音楽サイトの数 箇所以上

注 （ ）は前年対比増加率

出所 国際レコード産業連盟（ ）の資料を参考に修正作成

図 オンライン音楽配信の流れ

出所 を参照に修正再作成



そのため，登場したのが （ ）である。

は一般に，無許可者による無断コピー，配布，使用を防ぐことで権利保持者の利益

を守るセキュリティ技術あるいはサービスであると定義されている ）。本稿では を広

く定義し， デジタルコンテンツ用の管理ソフトウェアおよびソリューションのすべて ，つ

まり著作権の承認，ソフトウェアの認定，決済に至るプロセス全般を包括するシステムとし

て定義する。

たとえば，オンライン・ダウンロード配信がファイルの個人所有を認める場合，その期間

を永久にするのかそれとも期限を条件付で制限するのか，また購入した音源の 次活用すな

わち 制作（焼き増し）や伝送（他のプレーヤーへの転用）を認めるのか，もしそうする

場合，許可の範囲を如何に設定するのか，すべてが の議論対象になる。

したがって，配信サービス会社は提供する音源のフォーマットをいくつにするのか，再生

を自社 だけに制限するのか，それとも他社 を認めるのか，ひいては フ

リーにするのかを決めなければならない。

それに，提供サービスに関する料金プランの設計が欠かせない。定額制なのか定量制なの

か，課金の主体と決済プロセスを如何に設定するのかが重要な決定事項である。

表 は現在サービス中にいるオンライン音楽市場の概要をまとめたものである。

音楽はクリエーターによって創作されるものなので，当然著作者の権利対象になるが，音

楽ビジネスにおいてはより複雑な著作隣接権が存在する。実演家，レコード制作者，放送事

業者，有線放送事業者の 者がその権利をもつ。巨額の資金を使って作った音盤であっても

その音源がただでダウンロードできてしまえば，音楽ビジネスは成立しない。そのため，

が採用されたことは前で述べたが，著作権者側の強い要求を反映し，成立したのがデ

ジタルミレニアム著作権法（ ）である。そこでは の回避目的でのソフトウェ

アおよびハードウェアの配布や改造行為を禁止している。
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図 オンライン音楽配信の流れ

） の合法サービスに関する議論は今回の議論からは外す。また，ケータイによる音楽配信について
は，あえて全曲サービス（着うたフル）のみを分析対象にした。なぜなら， の合法化論争は現在進行
形であるため今後の動きは不透明であり，ケータイ配信は，かつての着メロや着うた市場はすでに飽和状
態で，今後においてはニッチ市場であること。また，着メロなどは音盤会社とは直接関連がない通信キャ
リアの付加サービスにすぎない。全曲サービスが始まる以前には，有料配信といえば通信キャリアによる
着メロや着うたが主たる対象であったが，今後音盤会社のビジネスに関わるのは全曲サービスのみであ
る。
） の構造は、コンテンツ本体とは別にその再生に鍵となるメタデータを用意し，メタデータの渡し
によって、特定のユーザーだけの使用が限定できる。鍵となるメタデータを持たないユーザーはコンテン
ツだけを持っていても再生できず、またメタデータは再生するコンピュータやユーザーに一対一に対応す
るため、結果として無制限な複製が抑制されるのである。
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だが，ユーザー側の 批判の声は高まっている。いままで認められていた個人による

私的利用を が否定していることから，ユーザーの権利回復を求める声である。しかも

企業ごとに異なる の存在は，ユーザーの利便性を大きく低減している ）。

目下，業界の焦眉の関心事は を巡るユーザー対著作権者の利害調整である。そこ

で，あえて を放棄することで新規需要を喚起する動きも強まっている ）。デジタル配

信に伴うビジネスモデル競争の激化である。図 は音楽配信における 関連論争をまと

めたものである。

表 デジタル音楽市場の体系

着信メロディ

楽曲部分サービス

音源・楽曲サービス市場

ストリーミング ファイル・ダウンロード

サービス 年代後半から
（ ）

フリーと共存（ 作

成，再生・デバイスへの伝

送規定）

再生デバイス 携帯電話
， プレーヤー，

フォンなど

サービス主体 通信キャリア
音楽専門ポータル，代表ポータルサイト，通信キャリア，

音楽プレーヤーのメーカー

ビジネスモデル
有料 パケット通

信料

パソコン 定額制，定量制，無料広告モデル

ケータイ 有料 パケット通信料

図 論争の行方

）現在においても所有 のコピー（ ）やデジタル音源の抽出（この場合、 フリーの
ファイルになる）は合法であり，所有音源の私的な利用は自由である。それがせっかくお金で買った音源
に が付いていて特定のデバイスやソフトウェアでしか動かない。まじめな人間だけが損するような
気分になりかねない。ユーザーから見ると は であり， （権
利）はすべて供給側のものである。
） 年， はすべての音源に をつけないと宣言した。



． 韓国 の サービスの事例

（ ）は韓国最大手の無線通信キャリアであり，売上金額ベースで国内市

場の 割を占めている。 年末，同社は次世代ビジネスとして音楽オンライン配信サービ

スを選定し，市場参入を果たした。

韓国の有料オンライン配信はすでに 年から通信キャリアの着メロサービスでは存在し

ていた（注 参照）。 年末には楽曲の一部もしくは全部のダウンロード・サービスが行

なわれ， による違法ダウンロードが猛威をふるうなか通信キャリアのサービスは唯一合

法ダウンロード・サービスとして定着した。その結果， 年時点ではケータイ配信市場が

すでに音盤市場の規模を上回った ）。

通信キャリアである の サービスは とケータイを併せた初の配信サービス

として意味深い。無料音楽（ネット上のストリーミングおよび サービス，違法ダウン

ロード）による著作権侵害問題が社会的な問題として浮上するなか，同社はあえてインター

ネットのポータルサイトを立ち上げ，ブラウザ兼用の音楽ソフトウェアを開発し，会員制中

心の音楽サービス をスタートしたのである。

は，ユーザーが自社のポータルサイトで楽曲を一回購買すると，その楽曲をパソ

コン，ケータイ， ， プレーヤーなどあらゆるデバイスに使いまわすことができる

世界初のユビキタス音楽志向のサービスである。

翌年， は当時業界 位の音盤会社である ソウル を買収するとともに，そ

の他の音盤会社との提携を強化した結果，有料サービス最大である 万件の合法音源の獲

得に成功した。合法音源獲得は同社のポータルがもつシステム優位性（有無線の統合，シス

テム安定性と良好なスピードの実現）に相乗効果を加えた。

開始直後は違法ダウンロードが氾濫している時期と重なり，有料サービスの開始は時期尚

早との声が一般的であったが，僅か 年足らずのサービス期間で，業界最多の有料会員の獲

得に成功した。

サービスは基本サービスとして楽曲およびミュージックビデオのストリーミング

が提供される（月定額 ウォン）。ファイル・ダウンロードにおいては所有型だけではな

くレンタル・サービスも提供している。つまり，毎月一定の金額を払うことで，幅広いデバ

イスへの使用を認め，事実上所有に類似するサービスを具現する（月定額 ウォン）。も

ちろん，定量制サービス（ 曲ごとに ウォン）もあり，レンタルと所有をミックスした

プランもある。
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表 主要指標（ 年末基準，ウォン）

携帯電話市場 ビジネス（携帯向き）

項目 売上 加入者数 フォン 加入者数 売上

ウォン，人，台 兆 万 万 万 億

シェア（％） （ ）

）韓国の音盤市場は 年の 億ウォンをピークに激減し， 年には 億ウォン（ 億円余り）を
記録，ピーク対比 ％も縮小した。同期間中，レコード専門店の数は推定 万箇所以上から あまりへ
激減。音盤市場の崩壊といっても過言ではない。
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ただし，サービスには一定の制限はある。あくまでも個人対象の定額サービスがメインで

あるため，使用可能なケータイは 台に制限している。反面， プレーヤーについて

は，国内外の大手メーカーのほとんどの機種と高い互換性を持たせるユーザー・フレンド

リーな戦略を取っている。パソコン・サービスには フリーファイルを，ケータイには

自社 を採用し，対応可能な端末機のみへのサービスである。

の成功要因としては，まず顧客志向のわかりやすいサービスをあげることができ

る。韓国のように依然違法 が氾濫している市場では顧客が支払おうとするサービス料

金はきわめて安い。同社は有料化が定着しているモバイル分野と無料認識が一般化されてい

る有線分野を低価格の月定額サービスの提示によって統合したのである。

次は顧客の囲い込みである。ケータイ市場の最大手である同社は，その顧客の半分が

フォンを保持していることに着眼し，他のキャリアとの差別化をはかることで顧客の

囲い込みに成功した。 ベースのポータルサービスを根幹に， プレーヤー，

フォンへの容易な転用サービス，ケータイによる簡単決済でユーザーの利便性を高めた。

音源の確保，既存ケータイユーザーの囲い込み，ポータルサービスの充実化と高い利便

性，手頃なサービス料金，決済システムへの完備によって，ビジネスプロセスを統合し，

トータル・サービスの提供がユーザーに支持されたのである。

このような韓国の事情は，音盤ビジネスが長らく中小企業指定の保護産業であり，大企業

の参加がなかったこと，著作権団体の交渉力不在や著作権管理体制の不十分さから音盤会社

ではない後発走者であった通信キャリアを中心軸としたオンライン配信ビジネスが成立した

のである（武石・李 ）。

パッケージ市場が崩壊するなかでも，音盤制作および音源制作者，配給サービス業者の数

は急増しており，アーティストの新曲も増えている。音楽市場が音盤中心からデジタル配信

へ変貌した証拠である。

表 サービス内容

タイプ サービスプラン 備考

定

額

制

所有

・ 毎月 曲

ウォン

・ 毎月 曲

月 ウォン

向きはなし

ただし，携帯電話への

使用には自体 採

用伝送

・定額制においては楽曲と

ミュージックビデオの 上

のストリーミング・サービス

は原則無制限

・携帯と プレーヤーでは，

自社モバイルと互換性をもつ

一台のデバイスのみに制限

レンタル

・フリークラブ

ウォン

・ストリーミング

ウォン

契約期間のみの使用

付の

定量制 一件ごとに ウォン なし，



まとめにかえて

以上，音楽ビジネスにおける破壊的テクノロジーとして登場した と 技術がもた

らした 音盤市場への影響を考察し，著作権ビジネスに深くかかわる 論争をまとめ

てみた。 論争は現在進行形であるため，たどり着くゴールはまだはっきり見えてな

い。そこで，韓国で試されている新たな音楽ビジネスモデルの一つである による

サービスを検討した。

弱い力しか持っていない著作権団体， による音楽違法ダウンロードの氾濫という韓

国の 事情のなかで，オンライン音楽配信の主導勢力として浮上したのが通信キャリアで

あった。 フォンの登場と高いケータイの普及率を利用し，独自の と課金システ

ムをもってユーザーに音楽コンテンツサービスを提案する。いわば既存顧客の囲い込み戦略

である。

アップルのビジネスモデルがソフトとハードを音楽配信サービスで束ねるものならば，

モデルは柔軟な を採用することで と各種デバイスを融合させた新たな音楽

ビジネスモデルのひとつである。

今，音楽業界ではテクノロジーの急速な変化で崩壊しつつあるパッケージビジネスを，

様々なデジタル音楽ビジネスモデルが代替をめざし，競合している。先頭を走っているテク

ノロジーは価値中立的で，一人歩みしている。その後ろから業界は新ビジネスモデルの確立

をめざして余念がない。

新たなビジネスモデルには，業界の利害関係を調整し，音楽の需要側であるのユーザーと

供給側である権利保持者との間にバランス取れた制度改革が求められている。

革命は，史上初の個人による大量発信メディアの所有（ ， ， な

ど）を可能にさせた。かつて情報の受信者・消費者に過ぎなかった個人が発信者・生産者と

して生まれ変わった。個人がコンテンツのプロシューマ（プロデューサーとコンシューマの

合成語）として， （ ）， （ ）

時代を迎えた。音楽においても，ネットで自作曲を乗せるだけで不特定多数人へ伝送することも

できた。ネットは仮想空間を提供し，ユーザーによる スペースシフト を可能にした ）。音楽
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音楽ビジネスの新展開（崔）

は いつでも どこでも 存在し，なおかつリアル（現実）とヴァーチャル（仮想）空間

で同時に消費されるものになりつつある。

ユーザーはより分かりやすいサービスと使い勝手の良さで新ビジネスモデルを選択する。

ユーザーが音楽から求めるのは，ものではなく，自らのライフスタイルに基づいた豊かな文

化体験である。ライブとレコーディング，パッケージとデジタル音源，オンラインとオフラ

インのサービスがそれぞれ存在し，より多くのコンテンツが生まれるならばそれでいいこと

であろう。

いずれにせよユーザーは どこでも，いつでも，どのようなデバイスでも 使える音楽を

求めている。今，業界に残されている難問は権利側とユーザー側とのバランスとれた

のビジネスモデルを今後如何に構築していくかである。
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・
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・スティーブン・レヴィ は何を変えたのか 上浦倫人訳 ソフトバンク クリエイティブ

（ ）

・武石彰・李京柱（ ） 日本と韓国のモバイル音楽ビジネス 一橋ビジネスレビュー 巻

号

・津田大介（ ） 誰が音楽を殺すのか 翔泳社

・ デジタル音楽の行方 津田大介訳 翔泳社（ ）

・三野明洋（ ） よくわかる音楽業界 日本実業出版

）ソニーは法廷で が視聴者に タイムシフト 権利を与えたことに過ぎないと主張したが， 事
業者たちはそれに倣って スペースシフト 論を提唱している。



・ コピーに自由をクリエーターへの対価還元と，ユーザーの自由の両立へ 日経エレクトロニ

クス （ ）

・ 基本提言 法人ブロードバンドアソシエーション

・ の開発 回連載企画 週刊

・日本レコード協会（ ）， 年度 音楽メディアユーザー実態調査

・ フリー楽曲配信の衝撃度 日経 （ 号）
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